
編集室より

2011年3月11日(金)に発生した東北地方太平洋沖

地震は，未曾有の大災害の様相となっています．この

たびの地震・津波で亡くなられた方々のご冥福をお祈

りいたします．また，罹災された方々には心よりお見

舞いを申し上げるとともに被災地の1日も早い復興を

衷心よりお祈りいたします．

(「検査と技術」編集委員会・編集室一同)
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あとがき

3月11日に宮城県沖で発生した東北関東大地震は，

地震，津波，さらに原子力発電所の被災による放射線

汚染まで発生し，死者・行方不明者2万人以上をだす

戦後最大の災害となりました．読者の皆様のなかにも

ご本人あるいは親族や知人が被災された方もおられる

と思います．亡くなられた方と被災された方には心よ

りお悔やみとお見舞いを申し上げます．

被災地の復興と35万人以上の被災者の方々の生活

基盤を確保することは緊急で重要な課題ですが，今後

の日本のエネルギー政策と経済政策に大きな影響を与

えるのは必至です．被災地では他の医療圏から派遣さ

れた医師，看護師，保健師などの活躍が連日報道され

ており，被災地の医療機関へ医師や看護師を派遣して

いる病院も多いことと思います．

被災地では香港型インフルエンザの流行が生じてお

り，抗原迅速検査が役立っているとのことです．災害

発生場所では電気やガスが確保できないため，被災現

場で利用できる臨床検査は迅速検査のみです．

学会や研究会なども次々と中止されており，しばら

くは厳しい状況が続くと思われます．

日本中が被災地の方々の救援に尽力しています．

(菅野治重)
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